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みらいみらい
仙　台仙　台

疑

質

表

代
公明党公明党日　本日　本

共産党共産党

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら
主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

福島　一恵議員 柳橋　邦彦議員

　
　
　

仙
台
を
世
界
に
通
用
す
る
「
ま

ち
」
と
す
る
た
め
の
理
念
と
、
美
学
、

手
法
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

自
治
体
自
ら
が
理
想
と
す
る
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
都
市
の
成
長
を
支
え
る
原
動

力
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
あ
り
、

市
民
と
共
に
世
界
に
開
か
れ
た「
二
十
一

世
紀
都
市
仙
台
」
へ
の
更
な
る
飛
躍
を

目
指
し
て
い
く
。

　
　
　

仙
台
駅
東
口
か
ら
卸
町
に
か
け

て
、
緑
の
回
廊
づ
く
り
の
た
め
「
東
の

杜
」
と
し
て
緑
化
に
力
を
注
ぐ
べ
き
。

　
　
　

地
域
住
民
と
一
緒
に
議
論
を
重

ね
な
が
ら
、
民
有
地
も
含
め
地
域
の
個

性
を
生
か
し
た
緑
空
間
の
創
出
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

  　
　
　

　
　
　

新
た
な
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

市
長
の
姿
勢
と
決
意
、
財
政
運
営
の
枠

組
み
、
民
間
活
力
の
活
用
へ
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

様
々
な
手
法
を
講
じ
徹
底
し
た

効
率
化
を
図
る
な
ど
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
「
新
た
な
財
政

運
営
の
枠
組
み
」
を
設
定
し
、
中
期
的

な
健
全
財
政
確
保
の
取
組
を
よ
り
一
層

強
化
し
、
民
間
委
託
の
推
進
、
施
設
運

営
等
の
民
営
化
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
新
た
な

事
業
手
法
の
導
入
等
、
行
政
と
民
間
の

役
割
分
担
の
適
正
化
に
一
層
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
つ
い
て

○
支
援
費
制
度
と
介
護
保
険
料
の
改
定

○
耐
震
診
断
の
中
高
校
生
へ
の
教
育

○
経
済
活
性
化
、
雇
用
及
び
金
融
対
策

○
宮
城
野
原
に
ド
ー
ム
球
場
を

○
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
の
誘
致

 

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

約
十
九
億
円
の
追
加

○
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

約
百
五
十
九
億
円
の
追
加

○
企
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

約
八
十
六
億
円
の
減
額

○
男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
か
つ
計
画

　

的
な
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

　

め
る
も
の

○
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
条
例
を
男
女
共

　

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
条
例
に
改
め
、

　

エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
を
設
置
す
る
等

　

の
も
の

○
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」、「
知
的
障

　

害
者
福
祉
法
」 

及
び
「
児
童
福
祉
法
」

　

の
改
正
を
考
慮
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

に
係
る
使
用
料
に
関
し
必
要
な
事
項

　

を
定
め
る
等
の
も
の

○
「
知
的
障
害
者
福
祉
法
」 

の
改
正
を

　

考
慮
し
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
支

　

援
等
に
係
る
使
用
料
及
び
利
用
の
許

　

可
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
等

　

の
も
の

○
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
所
得
割

　

に
係
る
算
定
方
法
を
改
め
る
等
の
も

　

の
○
介
護
保
険
の
平
成
十
五
か
ら
十
七
年

　

度
ま
で
の
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る

　

保
険
料
率
を
定
め
る
等
の
も
の

○
「
都
市
計
画
法
施
行
令
」 

の
改
正
を

　

考
慮
し
、
市
長
の
許
可
の
対
象
と
な

　

る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
開
発
行
為

　

の
規
模
を
定
め
る
等
の
も
の

○
住
吉
台
団
地
、 

泉
ビ
レ
ジ
団
地
及
び

　

中
山
区
画
団
地
の
区
域
を
公
共
下
水

　

道
の
処
理
区
域
と
す
る
も
の

○
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、 

袋
原
地

　

区
に
つ
い
て
町
の
区
域
を
あ
ら
た
に

　

画
す
る
も
の

○
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
　

三
郎
助

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦　

  　

菅
原　

英
空　
　

吉
良　

智

　
　

堀
内　

政
司　
　

橋　

し
げ
子

　
　

橘
川　

光
男　
　

中
澤　

康
博

　
　

三
浦　

典　
　
　

小
川　

フ
ミ
コ

　
　

森
山　

博　
　
　

横
山　

孝
子

　
　

増
澤　

ま
さ
子　

大
泉　

静
子

　
　

佐
々
木　

寛

○
仙
台
市
監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

建
次

　
　
　

地
下
鉄
東
西
線
の
建
設
は
、
新

た
な
都
市
の
発
展
を
伴
う
も
の
な
の
で
、

長
期
的
な
視
点
を
市
民
に
説
明
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。　

　
　
　

地
下
鉄
東
西
線
は
軌
道
系
の
交

通
機
関
を
中
心
と
し
た
集
約
型
都
市
の

形
成
、
ま
た
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
都
市
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
と

同
時
に
、
都
市
計
画
の
面
に
お
い
て
も

沿
線
地
区
は
も
と
よ
り
地
域
全
般
に
わ

た
っ
て
新
た
な
発
展
の
可
能
性
を
生
み

出
す
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
極
め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

今
後
東
西
線
の
持
つ
意
味
と
重
要
性

に
つ
い
て
市
民
に
十
分
理
解
を
求
め
な

が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

六
十
五
歳
以
上
の
十
％
が
介
護

対
象
者
と
言
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
を
五

％
に
下
げ
る
目
標
を
立
て
て
高
齢
化
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
は
、

高
齢
者
個
々
の
生
活
習
慣
や
地
域
性
な

ど
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

「
い
き
い
き
市
民
健
康
プ
ラ
ン
」
や
「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
お
い

て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
高
齢
者
の

要
望
や
実
態
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
減

少
に
つ
な
が
る
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

施
策
の
立
案
に
当
た
り
、
高
齢
者
の
要

望
を
広
く
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
青
葉
通
の
精
神
性
を
生
か
す
整
備

○
街
路
樹
の
ケ
ヤ
キ
の
計
画
的
な
移
植

　

の
推
進

○
二
機
目
の
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入

○
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
基
本
的

　

な
考
え
方
に
つ
い
て

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
中
止

す
る
た
め
国
の
負
担
金
引
き
上
げ
を
求

め
よ
。
ま
た
、
市
独
自
の
減
免
制
度
を

拡
充
し
市
民
負
担
増
を
回
避
す
べ
き
。

　
　
　

国
負
担
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
国
に
対
し
継
続
し
て

要
望
す
る
。
ま
た
、
減
免
制
度
は
介
護

保
険
制
度
の
趣
旨
に
則
り
適
用
し
て
お

り
、現
時
点
で
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

公
共
事
業
は
、
下
水
道
や
生
活

道
路
、
学
校
の
改
築
、
足
り
な
い
福
祉

施
設
や
市
営
住
宅
、
地
震
対
策
な
ど
に

重
点
化
し
、
地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注

率
を
高
め
て
、
地
域
経
済
を
元
気
に
し

て
雇
用
を
も
っ
と
確
保
す
べ
き
。

　
　
　

公
共
事
業
は
、
都
市
基
盤
整
備

な
ど
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

と
安
全
安
心
な
市
民
生
活
に
資
す
る
事

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
事
業
費
を
執
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
経
済
の
活
性

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
「
男
女
間
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
格
差
」
の
是
正
を
は
か
る
た

め
、
市
が
責
任
を
持
ち
、
必
要
な
財
政

上
の
措
置
や
庁
内
体
制
の
整
備
、
仙
台

市
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
の
条

例
へ
の
「

提
言
」

に
あ
る
各
種
施
策
に
つ

い
て
、漏
ら
す
こ
と
な
く
実
施
す
べ
き
。

　
　
　

本
市
が
男
女
共
同
参
画
の
推
進

へ
の
役
割
を
果
た
す
上
で
、
財
政
上
の

措
置
や
庁
内
推
進
体
制
の
整
備
は
、
当

然
必
要
な
措
置
と
考
え
る
。
ま
た
、
各

種
施
策
は
今
後
条
例
に
基
づ
く
計
画
作

り
の
中
で
そ
の
内
容
を
十
分
に
検
討
し
、

効
果
的
な
取
組
を
進
め
て
行
く
。

問答

補
正
予
算

条
例
な
ど

人　

事

問答 緑
化
推
進
施
策
に
つ
い
て

健康増進センター（泉区）における
シニア健康教室

注
１

23

問答問答

問答

問答

問

答

問 答

植田　耕資議員

　今定例会に提出された議案７３
件全てが可決されました。  （８頁
の賛否一覧表を参照） 
　以下、成立した議案の一部を紹
介します。平成１５年度予算等に
ついては、６ ７頁のグラフ・表
をご覧下さい。

議案の紹介議案の紹介介
護
保
険
料
の

　
　
　
　
　

値
上
げ
中
止
を

市
民
生
活
・
中
小
企
業
優
先
の

               

財
政
運
営
を

男
女
間
の
社
会
的
格
差
の

       

是
正
を
は
か
る
た
め
に

市
長
の

　
　

都
市
経
営
哲
学
に
つ
い
て

新
た
な
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

仙
台
市
の
発
展
へ

　
　
　
　

地
下
鉄
東
西
線
を

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　

取
組
推
進
を

社民党社民党
市議団市議団

グローバルグローバル
ネット仙台ネット仙台

辻　隆一議員柿沼　敏万議員

　
　
　

治
水
工
事
の
た
め
に
、
広
瀬
川

の
郡
山
堰ぜ

き

付
近
の
草
木
が
一
日
で
切
り

倒
さ
れ
、
川
底
の
土
が
掘
り
起
こ
さ
れ

る
な
ど
広
瀬
川
の
景
観
と
自
然
が
壊
さ

れ
る
と
懸
念
し
て
い
る
。
治
水
工
事
は

必
要
だ
が
、
自
然
の
保
全
に
配
慮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
河
川
の
管
理

権
の
委
譲
を
強
く
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

広
瀬
川
の
改
修
工
事
は
、
治
水

上
の
要
請
と
、
環
境
上
の
配
慮
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
形
で
進
め
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
現
地
を
見
る
と
行
き

過
ぎ
て
い
る
面
が
あ
る
と
感
じ
た
。
ご

指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
し

て
意
見
を
申
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
河
川
管
理
に
つ
い
て
は
、
市

で
権
限
委
譲
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

　
　
　

　
　
　

本
市
の
地
震
被
害
想
定
の
震
源

別
地
震
は
、
①
宮
城
県
沖
、
②
宮
城
県

沖
と
日
本
海
溝
の
連
動
、
③
長
町
利
府

断
層
に
よ
る
三
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
地
震
災
害
対

応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
想
定
パ
タ
ー

ン
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
諸
対

策
及
び
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

近
い
将
来
の
発
生
確
率
が
高
い

宮
城
県
沖
地
震
を
想
定
し
、
す
ぐ
に
実

現
可
能
で
効
果
の
高
い
施
策
を
急
ぎ
進

め
て
い
る
。
地
震
に
よ
る
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
に
は
、
家
具
の
転
倒
防
止

措
置
や
出
火
の
防
止
、
さ
ら
に
は
地
域

の
連
帯
が
大
切
で
あ
る
な
ど
防
災
の
基

本
の
実
施
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
「
あ
す
と
長
町
」
の
ま
ち
び
ら
き
条

　

件
及
び
音
楽
堂
建
設
予
定
地
の
土
地

　

利
用
は

○
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
戦
略
は
如
何
に

○
地
域
経
済
の
発
展
を
促
す
施
策
を

　
　
　

市
バ
ス
事
業
の
新
改
善
計
画
に

お
い
て
、
内
部
合
理
化
と
事
業
縮
小
だ

け
で
な
く
、
も
っ
と
積
極
的
な
増
客･

増
収
対
策
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

魅
力
あ
る
乗
車
券
制
度
へ
の
見

直
し
や
昼
間
時
間
帯
の
利
用
促
進
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
の
ほ
か
、
交
通
局

霞
の
目
営
業
所
で
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・

ラ
イ
ド
を
実
施
し
、
新
た
な
需
要
の
喚

起
や
乗
車
料
の
増
収
を
目
指
す
。

　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
名

称
に
つ
い
て
、「
男
女
平
等
の
ま
ち
仙
台

を
め
ざ
す
条
例
」
と
し
て
仙
台
ら
し
さ

を
表
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

条
例
の
中
で
男
女
平
等
の
ま
ち

を
め
ざ
す
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、

条
例
名
の
男
女
共
同
参
画
に
は
当
然
そ

の
意
味
が
含
ま
れ
る
た
め
、
何
を
成
す

の
か
を
的
確
に
表
し
た
条
例
名
と
し
た
。

　
　
　

障
害
者
福
祉
に
お
け
る
支
援
費

制
度
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
障
害
者
生

活
支
援
事
業
等
の
財
源
が
、
国
の
補
助

金
か
ら
自
治
体
の
負
担
と
な
っ
て
も
現

行
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
求
め
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
障
害
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た

め
、
日
常
的
な
相
談
・
援
助
・
交
流
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
財
源
が
本
市
負
担

と
な
っ
て
も
、
本
市
の
障
害
者
保
健
福

祉
計
画
の
重
点
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

拡
充
に
向
け
最
大
限
努
力
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
将
来
負
担
に
配
慮
し
た
財
政
運
営

○
介
護
保
険
料
に
公
費
負
担
導
入
を

○
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
制
度

問答

問

答

パーク･アンド･ライドの実施が
予定される霞の目営業所（若林区）切り倒された広瀬川の草木

注
１

問答

問答

問答

市
バ
ス
事
業
の

        

改
善
計
画
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画

        

推
進
条
例
に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
支
援
費

        　
　

制
度
に
つ
い
て

広
瀬
川
の
自
然
環
境
保
全
と

 

治
水
工
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て

地
震
災
害
対
策
に
つ
い
て

池田　友信議員

　
　
　

東
部
地
域
の
水
害
に
対
す
る
抜

本
的
な
改
善
の
た
め
の
、
宅
地
雨
水
排

水
を
汚
水
管
に
誤
接
続
し
て
い
る
ニ
千

七
百
軒
の
改
修
と
上
流
域
へ
の
雨
水
調

整
池
の
設
置
の
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

誤
接
続
の
有
無
を
調
査
し
、
利

用
者
で
あ
る
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら

改
善
を
指
導
し
て
い
く
十
カ
年
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、
十
五
年
度
か
ら
取
り

組
み
早
期
解
消
を
図
る
。
上
流
域
へ
は

浸
透
型
公
共
雨
水
升ま

す

を
設
置
し
始
め
た

が
、
雨
水
調
整
池
に
つ
い
て
は
地
域
特

性
等
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
東
部
地

域
に
集
合
仮
設
住
宅
用
地
を
確
保
し
、

企
業
と
の
救
援
協
力
協
定
を
結
ぶ
べ
き
。

　
　
　

東
部
地
域
の
整
備
状
況
を
見
な

が
ら
、
土
地
利
用
の
形
態
や
地
域
資
源

等
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　
　
　

地
域
振
興
、
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル

ス
の
た
め
に
も
自
動
車
の｢

仙
台
」
ナ

ン
バ
ー
を
実
現
す
べ
く
働
き
か
け
を
。

　
　
　

仙
台
ナ
ン
バ
ー
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
高
め
、

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
を
展
開
す
る
点
で

非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
も

地
域
名
表
示
の
細
分
化
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
、
本
市
も
こ
の
機
を
と
ら

え
て
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
危
機
発
生
の
種
別
に
よ
る
地
域
で
の

　

市
民
に
対
す
る
連
携
対
応
に
つ
い
て

○
農
業
生
産
ハ
ウ
ス
減
税
緩
和
策
を

○
梅
田
川
を
完
結
河
川
と
し
て
市
が
管

　

理
を
し
、
親
水
整
備
、
教
育
効
果
を

　　
　
　

低
迷
を
続
け
る
経
済
情
勢
下
、

充
満
す
る
閉
塞
感
・
遮
断
感
・
不
透
明

感
は
、
わ
が
国
の
「
歴
史
的
・
伝
統
的

精
神
文
化
」
を
忘
却
・
排
除
し
て
、「
物

質
文
化
」
を
礼
讃
・
優
先
さ
せ
た
社
会

が
迎
え
る
自
明
な
「
不
健
康
な
成
熟
社

会
」
の
到
来
の
帰
結
に
よ
る
。

　

明
確
な
財
源
分
与
・
分
割
に
伴
う「
地

方
分
権
」
は
地
域
社
会
に
独
創
的
な
投

資
と
消
費
を
呼
び
起
こ
し
、
地
方
が
元

気
に
な
れ
ば
こ
の
国
の
先
行
き
に
も
光

明
が
さ
し
て
く
る
。
東
北
市
長
会
リ
ー

ダ
ー
の
本
市
市
長
と
し
て
、「
地
方
分

権
」
獲
得
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
推
進
の

展
開
が
求
め
ら
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

閉
塞
的
な
社
会
状
況
を
打
開
す

る
た
め
に
は
、
真
の
地
方
分
権
に
よ
り

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
有

効
な
手
法
で
あ
り
、
国
へ
の
働
き
か
け

に
加
え
て
、
新
し
い
分
権
時
代
の
到
来

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
施
策
の
展
開
、

行
動
を
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

　
　
　

財
政
運
営
の
基
本
は
、「
入
る

を
計
り
出
る
を
制
す
る
」「
現
代
を
生

き
る
我
々
が
享
受
し
た
喜
び
や
豊
か
さ

の
つ
け
だ
け
を
、
後
の
世
代
が
支
払
う

結
果
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
で
あ

る
。
平
成
十
五
年
度
を
含
め
以
後
の
財

政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
を
伺
う
。

　
　
　

市
税
の
減
収
、
経
済
回
復
の
見

通
し
が
な
い
状
況
で
も
、
種
々
の
財
源

確
保
策
を
講
じ
現
在
の
市
民
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提
供
し
つ
つ
、
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
債
に
依
存
し
過
ぎ
な
い
財
政

運
営
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
行
財

政
改
革
を
断
行
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
東
西
線
に
よ
り
地
域
経
済
活
性
化
を

○
杜
の
都
の
緑
の
創
成
に
つ
い
て

○
「
仙
台
七
夕
」
と
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス

財
政
運
営
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　

決
意
に
つ
い
て

問

答問

答

問答

問答

大泉　鉄之助議員

地
方
分
権
の
断
固
た
る
推
進
を

問答

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

自由民主党自由民主党
・・市民会議市民会議

民　　　主民　　　主
フォーラムフォーラム

平成1４年の台風６号による
日の出町地区の水害（宮城野区）

仙台市「男女共同参画社会に関する
市民意識調査報告書」より 耐震診断を教育の場にも


